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1東芝エネルギーシステムズ 
近年、米国の NRC と EPRI によって、最新の人間信頼性解析（HRA）手法である IDHEAS 手法の開発が進め

られている。この手法を原子力発電所の外的事象の人的過誤事象（HFE）に適用し、人的過誤確率（HEP）を

試評価した。 
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1. 緒言 

米国 NRC と EPRI は、最新の HRA 評価手法である IDHEAS 手法（以下、IDHEAS）を開発している。IDHEAS

では、主に中央制御室運転員を対象とした内的 IDHEAS [1]が開発されてきたが、2020 年に中央制御室外の広

範なコンテキストにも対応した IDHEAS-ECA[2]が発表された。今回、IDHEAS の外的事象適用への課題抽出

のため、内的 IDHEAS に外的事象に対応する運転員失敗モード（CFM）を追加する手法（以下、改良 IDHEAS）

と IDHEAS-ECA で HEP を試評価した。 

2. 人的過誤確率の試評価 

原子力発電所における外的事象に対応する中央制御室外の作業を伴う運転員操作として、可搬型の電源車

による給電を選定し、改良 IDHEAS 及び IDHEAS-ECA で同操作の HEP を試評価した。改良 IDHEAS では、

複数チームが介在するタスクに対して適用する「チームワーク確立に失敗」と中央制御室外への連絡・指示

に対しても適用できる「重要なデータの誤った伝達」の 2 つの CFM を追加した。HEP は、「チームワーク確

立に失敗」の CFM について、チームワークが必要となるタスクに適用する方法及びシナリオ全体に一括で適

用する方法の 2 通りと、それぞれで過誤回復を期待しないときの計 4 通りを評価した。IDHEAS-ECA では、

主にベース HEP と性能影響因子（PIF）イ

ンパクトウェイトにより、HEP を評価する

が、必要となる過誤回復ファクターが現時

点で示されていないため、過誤回復を期待

していない。評価結果を表 1 に示す。

IDHEAS-ECA の HEP は、評価 1 と評価 2 を

上回り、過誤回復を期待しない評価 3 と評

価 4 より下回る結果となった。 

3. 結論 

改良 IDHEAS と IDHEAS-ECA を原子力発電所の外的事象の HFE に適用し、HEP を試評価した。HEP は、

IDHEAS-ECA が過誤回復を期待しない条件の改良 IDHEAS より小さく、期待する条件より大きい結果となっ

た。今後、最新動向をみながら、過誤回復を期待するシナリオでの IDHEAS-ECA の適用性や、他の HFE に

対する各手法の実機適用性を確認していく。 
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手法 評価方法 HEP 

改良 IDHEAS 

評価 1：チームワークが必要となる

タスクに適用する 
1.3E-2 

評価 2：シナリオ全体に適用する 9.8E-3 

評価 3：評価 1 で回復を期待しない 1.1E-1 

評価 4：評価 2 で回復を期待しない 8.0E-2 

IDHEAS-ECA 回復を期待しない 2.2E-2 

表 1．人的過誤確率の評価結果 
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